
二 一 ◇
１ 会 北

平 し 内 新 趣 規 海
成 な 小 容 た 旨 則 道
十 い 学 に 一 職
四 こ 校 子 三 員
年 と 就 の の
四 が 学 看 五 勤

北 海

〇 〇 〇
特 北 北
定 海 海
調 道 道
達 学 職
契 道 校 員 道
約 警 職 の 人
に 察 員 勤 事
係 本 の 務 委

道 公 報

〇 〇 〇 〇
一 海 公 特 争
部 区 募 定 議
訂 漁 型 調 行
正 業 プ 達 為
調 道 ロ 道 契 道 の
整 選 ポ 立 約 立 通
委 挙 ー 林 に 小 知
員 管 ザ 業 係 児

第

〇 〇 〇 〇
公 一 平 一
印 般 成 般
の 競 十 競
作 争 四 争
成 公 入 年 入 告

札 北 札
の 海 の
実 道 実

号

毎
週
火
・
金
曜

月 相 の 護 〇 務
三 当 始 休 ） 時
十 で 期 暇 間
日 あ に を 、

る 達 設 休
場 す け 暇
合 る る 等
に ま た に

火 子 で め 関
の の 、 す

曜 看 子 こ る
護 を の 規

日 休 養 規 則

る 部 勤 時 員
入 告 務 間 会
札 示 時 、 規
の 間 休 則
公 、 暇
告 休 等

暇 に
等 関
に す
関 る
す 規
る 則
規 の

公

布

さ

れ

た

規

則

会 理 ル 試 る 総
委 委 の 験 落 合
員 員 実 場 札 保
選 会 施 公 者 健
挙 告 告 等 セ（
人 示 二 の ン
名 件 公 タ
簿 ） 示 ー
に 告（
登 四 示
録 件
さ ）
れ

表 施 保 施 示 目
育
士
試
験
の
実
施

次

日
発
行

暇 育 則 の
の す を 一
対 る 制 部
象 職 定 を
と 員 す 改
し が る 正
、 、 こ す
そ そ と る
の の と 規
期 子 し 則
間 の た （
を 看 。 北
一 護 海
年 の 道

則 一
の 部
一 を
部 改
を 正
改 す
正 る
す 規
る 則
規
則

の

あ

ら

ま

し

て
い
る
者
の
総
数
の
三 （
分 労
の 政
一 福
の 祉
数 課

法 資 地 情
制 源 域 報
文 管 福 基
書 理 祉 盤 発行
課 課 課 課

北 海 道
（総務部法制文書課）

に た 人
つ め 事
き 勤 委
五 務 員

１
札 と成名北委

の平入

次

海託 お
一４高 付業 り年道 称 に

般月速務

及

二 二 二
一 一 一
三 二 二

北
海

三道

３告
こ 施示
の 行 そ第
規 期 の
則 日 他

の ）

二 二 二 二
一 一 〇 〇
二 〇 九 九

二
２ １

条 用 則 日 し 内
第 し で 継 以 な 小 容
二 た 定 続 内 い 学
項 当 め 再 と こ 校

） ） ） ）
電話

二 二 二 二 ペ
〇 〇 〇 〇 ー
九 七 五 三 ジ 印刷

一 ◇ 三
委 北 ３

新 趣 員 海 こ 施 条 用
た 旨 会 道 の 行 そ 第 し
に 規 学 規 期 の 二 た
子 則 校 則 日 他 項 当

－ －
（内線 ）
－ －

富士プリント

２
則 日
で 継 以
定 続 内
め 再 と

情 び す
るの 競

信様

入通 事仕 数 争日報
基

札項量
備札

下整入

以盤
に

」に書

札業明

入事説

いるよ

と係

は 規号

、 定
平 の
成 整告
十 備
四 を
年 行
五 っ
月 た
一 （
日 第
か 十
ら 一

関 該 る 任 す と 就
係 休 当 用 る が 学
） 暇 該 職 こ 相 の
。 の 期 員 と 当 始
日 間 が と で 期
数 か 採 し あ に
を ら 用 た る 達
減 当 さ 場 す（
じ 該 れ 第 合 る
て 年 た 十 に ま
得 に 年 一 子 で
た お に 条 の の
日 い お 第 看 子

の 一 職 は 規 関 該
看 三 員 、 定 係 休
護 の 平 の ） 暇
休 五 勤 成 整 。 の
暇 一 務 十 備 日
を ） 時 四 を 数
設 間 年 行 を
け 、 五 っ 減
る 休 月 た じ
た 暇 一 て（
め 等 日 第 得
、 に か 十 た
こ 関 ら 一 日

る 任 す
当 用 る
該 職 こ
期 員 と
間 が と
か 採 し
ら 用 た
当 さ （
該 れ 第
年 た 十
に 年 一
お に 条
い お 第

を計

）設

。施。

う実る

る海工

す北施

施び

実及

二 。道監

〇 知理

三

務

堀業
託

事委

施 条
行 第
す 一
る 項
こ 、

示 と 同
と 条
し 第
た 三
。 項

関
係
）
。

数 て け 一 護 を
の 再 る 項 休 養
範 任 、 第 暇 育
囲 用 子 十 の す
内 職 の 四 対 る
の 員 看 号 象 職
期 と 護 関 と 員
間 な 休 係 し が
と っ 暇 ） 、 、
す た の 。 そ そ
る 日 期 の の
こ の 間 期 子
と 前 は 間 の
と 日 、 を 看

の す 施 条 数
規 る 行 第 の
則 規 す 一 範
を 則 る 項 囲
制 の こ 、 内
定 一 と 同 の
す 部 と 条 期
る を し 第 間
こ 改 た 三 と
と 正 。 項 す
と す 関 る
し る 係 こ
た 規 ） と
。 則 。 と

て け 一
再 る 項
任 、 第
用 子 十
職 の 四
員 看 号
と 護 関
な 休 係
っ 暇 ）
た の 。
日 期
の 間
前 は
日 、

也
達式

１

し ま 人 一 護
た で 事 年 の
の 委 に た（

第 間 員 つ め
十 に 会 き 勤
一 使 規 五 務

し（
北 た
海 （
道 第
人 十
事 一

ま 人
で 事
の 委
間 員
に 会
使 規

公

布

さ

れ

た

規

則

の

あ

ら

ま

し

公

布

さ

れ

た

規

則

の

あ

ら

ま

し



３

者るアイ ウ条

はか

の 回付、ど申申 条 件こ

か請請 ５ 入 線一次う の
は 度競アの の 札 速般の
査 の 、 が争か審 ２のの

入ら

北 海

接

道消本電光び
及アイ

工続続

税費社気フ施接

信イ監さ拠

を税又通ァ

び支主バ理れ点

滞及は

し地店任網業るが

納
て方、技に務ク

道 公 報

２
札の道

イ入次

本北にいが

道加れう

納委海参ず行

入験業本すに指

実試託

該競 設成務庁るも名

施
期績に、者

第

験

海実送構電試

納北納

伝工成

入道入施受内源

合方計装送事績

総設信

場

号

契納
ア

平入成

成
約及果

十び品
四

履の
年

行 期納
四時方 地 入

札ウの 規 方
自 参ま申期法 定
治 加で請 に
法 資にを よ

請 条 以施 格定し平申 る

書 件 上行 のめな成

令 審るけ

一 あ査とれ年類 付 で

な月提 般 る昭こば４の
出 競 こ和ろ
にら とよな日先 争

政りいかの 入 年 。

イ所

い消営術よのラ箇

複績ア以

な費業者り実

い税所

トで

こに等第数をン上

市す数あ

と未の１の有

業伝町るがる

。納事種

万と

な所送村こ１こ

が

換にと１。

いを交間と
、台

と海主わし千

こ北

計

内技る次以

。道任た

狩必す入

書係石に当争

び履支要る札

限書及る
を資と関

し行庁なこに

くる

ん所除格。す

ゅ場

指

工
図

計止

平平の停

庁を

支名
さ

成成

設機計及

企書置路設書

所画法
分工等し

部３置器書び

冊事工ゅ

進２計設工

推×設事ん

情、書

室部書計図
）

盤版部

基要２

報概各

課
月場 場

三間所所

十等

日

結
締

約
契

火

日
の

曜

ら
か

日

５示 で 令、。ら指 札

平

の月に あ 第２

よ る
らま作 で 。

か日り の 号

で成 、 以

でた 札
まし 入 下

加 」

掲請 参 令

に申 に 政

資を よ い

る類 し と

げ書

有者域いで

に術広の上

るのッれる

す）ネずあ

で格ワのと

者資トかこ
に

る有ク模

あをー規。

こす

該
当

とる

す

。者

年箇れ

るのこ

い）る

が

な

月月い

６９所て

年

。

ででと

ままこ

日日い

成

）
部

月
９

年

出 と 。

格提 うう

で
ま
日

第るすな

有し す ）

を

９

開掲

落財っ契要そに

も

者書 規札 入げ

札約 務て

の 第に入 の作

則時 札る

。業
と計。

こ設と

有札

７８

務

と札交交便

和る入郵郵
便

付 北ろ明び 等 年こ説及

道よの報

海に書電 に 付

６

入開開入を入

入下金

札費保 に付

札消札 札納

５

加る 保税証 参す 札札

４
約 審海海札入

契北北入

項 を札総行

条 査道道執

っ市企場 を 行幌合の札

お 類
書
請
申

ウ

決成
効及

方要 第て なび 条 定のい
２ 法札否他の １、 入こ

に 規規 限告 のに に公 項

る ）め にす 。定 定定 る

札 定格 た入 り資 しる よ

る交に
よ

有 をに めを 者

る 入

則。付よ る 場方 規

関所法札入

第に

認

。るは

号す札

下項便海のめ

以事郵北
番道場な

務合で。

財号総所い

企交 規
の 」 しも

等金
則－画付

うと
納 と よの 証 日場日

の う 時所時金とす
付 い

者

除 ） る。
免 。 する

、

納 当 成にには

、 相 平
同同付 額

５。。の

方 を 年じじそ
積

等 む 月見

法 含

は 。

央部及 す場 た中画所 示

び 場
と

日所

き区

審条進

、３推時

は所北
６情海海

電査西室北北
札庁

番果丁報道道

話結
申盤幌赤

号を目基

請課市れ

郵北
先
出
提
の

－者中ん

な号総

ば番道

れ便海

け
ら合
企 な

札す 予し 落関 た

い－画

格者 と条 価い 者る 定な

。違 制し るに のの す件
、た 範札し の入反 限た

、規は で務札 内財入 囲

部す

、

」

る と

。

）道室

。海進

う北推

い

幌報

第札情
市基

北 第区 ら央課 か中盤 条

３

政 の っ

、 ） 日も

月た令

）契

午約分第

の 前金
額条 ５

時の に
る
税び す
費及 当
消７ 相

央が

地道 以
び海 額

及北

に
通区庁

知北舎 －
す３

る条１
会
丁号 線６５ 内。西階
目
室

－議

部 。
幌報
札情

道室
海進
北推

二市基

〇中盤

四

低第無 最則 ３
北
区

央課

効
と の

を号。
る 格各
す 価条

定目

の丁

で６

ま西

条条

費規 入
消務 の
方財 上

め

保
税則 札

目
丁
６

西
条

以証昭



保
２

平８平 育

水 成月

成 実 ７）十 年日習

四 実

時科年 地 目四 試

北 海

試筆
１１

第

平８ 験記

火 成月

の試６） 年日

日
期験

時科 、目 時

道 公 報

験 北

児を 海

童次平 道

福の成 告 こ詳

祉と 示 の細

法お年 第

札、施り４

入は
の入行実月

令施 号 執札
行説す日

第

約名所

者る者契

イアイ

額費札あに

で金消落で
とかす

るを税者る関

あ
免札課なをる在 か入等

税書税っ申事

号

をた

札落額て

入る捨

ア
定 等算額

決 額加金

札 金
当 係たを

に にし）

間等

月 験

三

前らで

午かま説

十

９９日

明

：：

童 前らで

午かま児

９火

祉

：：福

曜

午か：保

前ら日 育 午ま

間等

間

午かま説 及

前らで び

９９ 科：： 目明
児 前らで

午かま小

９

養

：：栄

午か：小
児 前ら
午ま

、書和。

は明昭る

公に
る。令

電する政

開よ年

番。第

話
号

号
）

－第
条

を称地

事に事たし務

－

載者はる担

業記業者出
す北郵

です等、こ当

者

札。る海便

あるの落と

かと出決組道番

るこ申

問後の合

を。定織総号

わ速名企

ずや称画－

、か及部

見にび

費て

っ 消額っ

た る金も

て
金価

、 等該札

は 税当落

書 扱にと

札 取額格

入 の
載未の

記円る

に い１す

れの、

さ満で

０理

：後で原

：
０１

後らで

午かま休
憩

：

護 後らで及

午かま教養

理理

：：び 原原 １３育

午かま保

０健

：後で保

後らで

午かま休

北

０１ 海：： 道憩

知

午かま発精 事

１３心神 後らで達及

堀

学健

：：理び保

午かま社

第
項

に
定 線規 内の

り

－よ
、
成
平

年

進海

も費在推北

積消所

の情札

た等室道

っ税地

中

金税基市

約課報幌

契

者区

の業課央

額事盤

で北

る条 のあ３ 分

か西

加

額が参

金数札

た端入
き、 該とは

当る者

にあ
そ税 の、費 額は消 金
の等

金る ５
数係 の
端に 分

習

：：実 ４４育 後らで

萌谷走振高

留宗網胆日

庁庁庁庁庁

支支支支支

管管管管管

後らで 達

：：福 ３４会

也祉

志知川 区石渡檜後空上
庁

支支支支支支

狩島山

管管管管管

庁庁庁庁庁

管

記
試筆

２１
第

試
士
育
保

場試
験

３験

業

当事目

相税丁

に免６

す

行１２

）
注

こう

業
切事 当
を税 相
額課 に

すり

平９
日 成月
） 年日

北北北北北

内内内内内
道 道道 道道

海 海海 海海

高 谷走 萌振日 宗網 留胆

同合庁 同支 同 合総 合合

舎庁庁舎 庁庁

別 舎舎

内内内内 分

大３号 館 ２

海 海

北北北北北北

内内

道 道 道道 道

海海 会海 海
島川 志 札空 檜 渡上 後 道

支同 同 支 合合 幌知 合 山

舎 寒庁 庁庁

庁 庁 場月同
舎舎

３３ 号 高４ ４

験は

声語口絵受題

言課
当

係童、者、

楽関演本

標日術芝互日

技話紙相

版定等は定

準指居又指

ーる読験る

コすの試す
の

ユ曲聴と

ル１み官。

ン唱葉

ブ歌せ言

ーをか

も絵課音

ンせそ

ゲさあ

リ

実の画絵紙題楽器

の

作びズ
楽 地と製画工及

曲

験、関等材ム

試し作

は係を
標 は次係の料関

術作、技ピ
準 、の技製

ノ
イ 記科当術ア

バ 筆３

用
ル 験の指を

エ 試目日

て
則 科ちすい

教 のう定

験。演
本 目受る

時科

、 育がさ
番 保者奏

前：
午９説

間等
目

８
で

：ま
ま

画 前午
午正絵

ら明

か

作 ：で

製 ９

議講議

階 会会階会 ２ 階

網室浦

室室堂堂室

講 議

市市郡

萌内走蘭河

留稚

住末北幸浦

市市

二

之広７町河〇 江４条９町五

丘

町丁西番栄

２目３

号

目番目通

丁２丁号東

名議 学講

会 階階 会 等階

旭

校堂室室堂堂

議 講講

館山田見川

札函檜虻岩
市永

市市郡郡沢市 所幌
平原差知８山

豊美江倶

字町西条

区４町安条６

月丁

在寒目陣北５

町条目目

東６屋１丁丁

１番

７
ら

か
程

音
度。

５るび せ
曲

の
間

の
で
ま

程
音
度

実選
にる

、 」す。
番 習択る

び て目 説及 い科

番 お２
、に
満つ

明６次う

のての

点い番

取法ら 言を方か

割のち

語得に、

後
正午休

術
技

ら係

か関

ら：
か１及 午

び
及

後：楽

午５音

で憩

ま

リ １１ 東１

２
－号号

条

２番

目目号 地 丁丁１ 番 ３号

の 地

３

しよ当

当
、

ら
か

ち
う

の

施定 係者実指

たり日 関

１ 術いるる

つすす 技

に
て。

でム

：まズ
術

技

ら係び

か関



と福た児次の

る童しア
掲に校

認祉者童に法学
育

し設祉げよ教

定施福

た施るる

以設者高を

北 海

外法校た

る上の当学し

学国に教者

法各の最該
学校によ育を

に種も終
に年のおるを含

よ学の

専限に長い高修む

る校
修法る在がて等了。

道 公 報

法にの年

度てめの上て

るもに限も度

中法いた

よ者のよるの中

にに

）限卒

単るでる。にに

等っ等若る業

位高あ高

以

第

２３
第

保札受次学 根

育幌験の学し 室

実大資い校て

庁
支

習谷格ず教

管実短れ育単

内

試大に以

地期か法位

号

十釧

平勝路

成支支
十

管管

庁庁
四

内内 年
四

う学了

で下にの等修

者
あお
て、又た

っ児いち校し
中又

、福、知は者

て童
童施年が等は

児祉５事
上当育部

福設以適教文
校学

法と児と学科

祉」
い童認
保る卒臣

昭うのめを大

第。学認、学し以
和。

）しめ学校た下

学
校

じ

の条をてた校又者同

専に卒いも教は

）

門規業るの育中通。

教の又

課定し者に等常

あけ育課は

程すたでお

る者

以部

修者又っる学程文

校 業をはて

の学

年入当年年を外科

上業課大

限学該度以卒

専て学し。す
２資専中

をこ

修門、校く）る

上
得学年は

学業が

す校度以盲卒と

こ卒に校し見

るを中下
ろ者ま

と業卒高、た込

たす学う又れ

がし業等

当者

込者る校学はる

見

とと若該で

ま又こ」校

る法がいし専あ

れは

北験学該昭上

海当和修

道得 札す

幌る年し 根

市者法た 室東で律者 支区あ第又

庁は 北る
こ号法 ３

条と。に 階

東以よ 大９男下る

会丁女大

北釧 月

海路

三市

十観 道

日

セ 同流

合交
際 勝国

十光

火

舎タ
ン 庁

曜

階
３ ３

ー

日

研

階

）護も業に

お従たい

年ににのしお

てし若こ

律い事者て

法
、たしれ 第
２者くと

以 第
以通等 ）
年は同 号

童課の 条
児の上 ７
上常

程臣

保に格 規
の程資 に

課たにに

年格修にのし

校業程者よお

以と学卒

のるのすを若りい

上す

れこ

もも専る修しこて

しはにれ

のの門こ了く

程がた通相と

にで課と

るっ若見者常当同

限あ

課る以

。てし込のす等

修はれ程学上

）、くま

教資

し業当るに校の

若

見うく攻る
く年該者よ

当

でよ込。は科と

者に

の護最該

あるま）養の

と等る専学終学

る高れ

の年の

当専者攻校学校

学学あ専に長

該門で科
科学認

校校る修攻在が

長最当年しめ

ののと業
業いも

が終該限修てた

年校年年るの

認学学２

目を法学
め

議

）問」に 室

ない年

わと１

室
根

いう以

市。。上

常））在 盤。に学 町よし ３

るて 丁

大い 目

学る

番に者

地２で

市市

広路

帯釧

堂室
修 講

３目

南丁

条３

３町

東幸

番
３地

目番

丁３

す る
にる有 す
護よを 定
従

４
第

児事年る

る
験試る試を

試受。あ目
修

成科申験者験専

平験
の者目目し

８目請科科

をを

は限各でる育格
年

法２種あ

の了す

に年学る年修有

よ以校と

事

学祉従学祉従

校施事高校施

限者

定設し等定設歳し

も在長上２で

たにの以

認も以っ

の学がの年あ

し
イアイウ
次

平くと

ア成高は同

掲等

に３等通等歳に高

以っ
年あ

掲年学常以に

在年
上て

条定和

同
じ
。歳身第知）知

号
１

ししき

定事へ

認従
とに

次うう者

３一がののた

免のちち

月部
ず平厚内

日除い、、道
労お

でれ成生に

ま
にか

に該１大て

法に年働い

るす以が、

よ当月臣は

等場に定和

高る降指昭

時た学時ににた

いし

制へも校制お達者

地は程てた

課きの又課
お年、

に保文に２後

程

き

い所科い以へ

お育部

び大は児地

て及学て上
２の育

、季臣、童保

は

又

年保こ年保所

３節が

の上達げ学
）育れ）護

る月課のしる校

げ３校
旧程資た者又 施

う文

設日中に格後のは

有児ち部

にに等よを、
す童、科

おお学る

いい校

事大

てて令年る福知学

認施が臣

、、にのと祉

る校定設適が

５次よ学

以い中教しに当こ

年の
上ず等育たおとれ

障障５

体 ）未１的的年

害 のに害害月

障 満項
者 者規者者

）護祉厚

更 が定援福日

設場省

援 数施工生

生 半
施 上発

護 以
設 入知児

所的知第

身 す障的

も保

たた地

号 体 る害障

ては

っ又

あ所

での育

者
げ所

掲育

に保

次節

、季

る
施特

学合実し

のおし学度

校に施た年

育て保又は

保いた校又

を、士施和

科は育は昭

卒当試設

し試にお度

業該験に年

者科いてお

た験おいに

には

の合そて

目て、い

上を同上従季

以所と以
以修し保

履含等履事節
も所

し。上した育

修む
者に認者のに

た）とた

、いし、い

でお定でお
て てた

に年育に年

歳１教歳３

し上程し上

達以課達以

め同

児れ学を者い認と

を了３た等

童か校修て

上

の該含し年も以

等に
。者上と

保当むた以の
童定

又た以又児認

護し

た

援同文のし

は者下は

育

に。科護教

護じ部保

程

事を大従課

従）学に

者） 障 次者害

し卒臣事

祉規 者 掲祉福に 害 に福

） 祉 る工定 福 げ法

設和の

法 施昭場
設 昭

法及 和年置
営 法第運 年律び

律

い事

お育

に保

設別

号に

年補

２等

、費

て業

二以助

〇上金

六

の、

の対

等付

童交

児の

をた定女

験し指藤

受格

科期

除目る短

免科す子

１後童

た児をた児

すの

保児保

、の年、の

後童
児
福に等福に

童護高童護

者しおた２

た業にしを

者て
たい者年

）つ 第

しれ等

若こ高

第い

に 第

条」 ）

５て 号

。

又設

護施

保象

５規昭 護下

援以

は



記
別

道 試申海
北

平 石 験

成 狩 請 に

十 支 関

四 庁 書 し

年 総 不

四 明

北 海

第第第

８９
請受受そ

申

す保

者験験の る育

の票票他

だ合試印のを 円 た場士

付け 相 しは験章交受 に

保通数は付 当 、２手又

道 公 報

信

住受第類写）返

書の

票資の用

真 民験４

請 写が験筒

申 の格試封

しあ科

第

６７

第第

る

ま出受受

なこ受平日提
で書験験

おと付成

、。期
６消請

郵間年の類申票

送
場３が定

の月印書指

号

験験は

大受受地
在

５
第

の

育請請記

保申申別

学
提、お

をのはと

科書書

提務 卒

月 部 の

三 社 点

十 会 は出

日

の
り課 寄祉 最先福 、

郵火 支便 庁番曜 総号 務

日

る 育、料署け す

札７ 部

面 習育にと 額 実保名た

北 合習りは の の実よき

道

者合印受 海 格の消、

入

郵者る票 収

で格す験

紙

す持と試 証

送でこを

前

場すの を

る参。験

６ る目
を部分 月 と一円 か この

手 に 明除切 内 証免の 以

書けは 帽 る受を 脱 すを
と正住 う、 て 類より し
上、 す面所

はる定用

合日あ指の

書）の用に

、月もの紙

郵ら限にる

留かに紙よ

りよこ 便
しけこ。

と日受ると
）

封）け。

、金付と）

業出受り
にで。

筒まる

者の提

た者に

し先験）
と

るこ
する

望す

）希出

所幌丁 社

所
の

場
験。

試

課在央北 祉中 福市目 会
会地３庁 照北道 に区海

内 こ
る西館 す条別

線 と電
話 。

受 合る

ま 請

び合前 申

及場日 験

実通に の

育１で 書

保は
合す の

の付 定

習）送 所

外り

以は

者。 に

格る 欄

及 は身名 者半氏 る

の付

し便 の影郵 そ撮び 、を

を が縦号 格た番 資
あ記 る

と

をた 横 とし 、 こ載

験さ

試送

士郵

育、

保し

書に

請の

申も

験た

受れ

あ
に

地
在

」て

中い

在つ

福
会
社
部
務
総
の
庁
支

る

番
号

協 北

次な定 海

のおの平 道

と、適成 告

おこ用 示

りのを年 第

一入受４

持受

で、

者け

般札け月

道道

海海海

北北北

参験

支支支

勝路室

十釧根

道

も 証の
通

１１す１２３ の） 明
北北北北

通通る通も枚

道道道道

海海海海海

北

谷走振高

留宗網胆日

道

朱、

とは

支支支支支

萌

北北

す月通通

書６１１

道道道道

海海海海

北北

支支

山志知川

檜後空上

課
祉

支支 支
島
渡
道
海
北

所

競にる 号

達
札調
入る
争係。日

下、
以は

入
と月

」４
札年

い

部

務務務

総総総

庁庁庁

福福

会会会

社社社

部部

課課課

祉祉祉

福

総総総総総

庁庁庁庁庁

部部部部部

務務務務務

会会会会会

社社社社社

祉祉祉祉祉

福福福福福

課課課課課

務務

総総総総

庁庁庁庁

社社社社

部部部部

務務

祉祉

福福福福

会会会会

課課課課

祉祉

課
祉
福
会

社
部
務
総
庁

実シ
をケ
）ラ
。マ

う日
る作海

すで北

施ュ

二 。成道

〇 さ知

七

府
政堀

た
れ事

根番 帯３釧

市１市市

広番路号室地

条２町

３見盤

東号浦常

丁２目

３目丁

南丁３

目番

網室浦 留１稚

市郡

萌－内号走蘭河号
河

住末北幸浦

市２市市

栄

江４条９町

之広７町

丘

町丁西番

２目３

目番目通

丁２丁号東

虻東岩１旭 檜

田２見番川
永 地 郡郡丁沢地市 番 山

８山 の 江倶目市

差知

字町西条

町安条６ ３
陣北５

町条目目

屋１丁丁

５函
６
目

丁
４

原
美

市

階館号
番

る
す也

関
に達

達
調



５
執

海海札入入開

北北入
産の札札札 札水行

道道

場日場 中務所

市林場

幌
央部及

北 海

４

申申申査
約 審

アイウ契
っを 書行 請請項 請を

条

提とす

のた示 のの類

道 公 報

３

者か 認条

はの

を付、審 条 総造定件こ

ン所受一ア査 の の ト船

の 札 数内け般かを ５ 入

にた競ら申 は

乾ア争ウ請 ２

ドル入まし の ト、

第

２

履履札の平理道

入次修
資行

達にい成のが

調
を参ず

を指

す加れ年格う 行行

特るも海有名

るすに北

定者該道す競 期場

号

１
札調漁

入
平

に達業

成を取
十す締 付

四する船
年る特ほ
四

源日所時所

区資び

定っ

条理
３管時

北

海央成に

西課北室中平

６

同 丁道郵区
に３６。

目札送北年じ

市よ条月

幌
中る西

場 時方

区合丁

央場６日

査
審

、

期法先は所

出き

便海話結

平申け郵北電

書ば番道番果

成請れ
ら産申

年類な号水号を

４の

請 林 月提な
出い－務－者
に 部 日先。

通 資－ かの

型方 ッミ札でな 規 ン地

れ に 船自 ク修参にけ 定

資めば よ 舶治 又繕加定

乾術格るな る 法 は技

船行 ド者のとら 条 鋼施

い 付 ）令 ッを審こな 件
一 のク有査ろ

準るよ 般 修昭 にすに。

のずこり 競 理和

ると、 争

る争

政 力設。２ 入 年 能

所必す示こ入

役に当告
。に

の要る第と札

務日
仕なこ
。又す

様平造資と号関

所はる

等成船格

を

入８成名

年平指

札月

海さ

明日北止

説２年停

事

書
月役か

三項務い

十の上

日

数事
び工

及理
称修

名架

火

一
量

曜式

日

郵北２

３、後

北は目午

６番道

西便海時

条
目産送

丁号水郵
林に
部る

北－務よ

海

資場 道
北管は

庁源合

ら指源知

階海理、

す ５示北管

る

よ道課。

月に海理
内

ま作幌線 日り札

で成市

し中－

た央

を西

類条

書３

請北

申区

で 令 を備の 札

っ特及 あ 第 持
種び る
の 号 て

掲 、 以 る架に で 。 い上
びる 札 と及げ 入 下 こ台

」

路格 参 令

斜資 に 政 。

す よ い

を有 し と

）を 加

る示い

よ告て

に道れ

有

。

にと

号こ

９い

。第な

道課必

の
舶
船
る
す
定
規

議市
会幌）

号札）着

１
約名所

者員る契

イアイ

関

札あ一とに

落でのこ

提６

とかにす

者る部。

な
し目

出丁

当

開に入る捨税相

号ア

た業す

札掲札落額て事

額加金者る

の札 げ金を

う

入等算額で金

時決 る

ど す ）

、か と 。

しる う

、
つ第るう

か
８９
っ

約 務 交入

落財て契要そ

則 者書 規札

札

又
造
建

効の 第有 の作 付

７
は

保和る入
と札交 以証入
を北ろ明

下札 金年こ説

保
道よの

証 消納海に書付

６

付 加 保参 札に
札札

開入
入

務

っ申税事

なを免る在

担

者出業を称地

たし事

北郵北

、こが当

はる者
。るる海便海

落といす

号水

決たと組道番道

札
しはの産産

定だき織水

後

林 速、、名林

額

に定

や落共称務－務

をるを

おに 札にし）あ

る金もか入

い当 及係た
っ こ消額っ免札

てた び
２て の費て税書

、

業記

には 公税当落事に

金価者載

規、 告等該札

定取額格です

定入 にの

る書 め扱にとある

す札

かと

資に るい１するこ

札未のを。

格記 入円る

を載

決成
な

１札 方要 第入 条 定の 方

規る の限 項 法法に否他

。
よ

番場し に

話の） 定 電
で者 り

号所た

交を 定

す規る交

金 費

－付落 め

に

納 等る則。付場 の 税

関所

付 」こ第
の とと

北

除 う。る

免 い。号す

）下項海海

、 。以事北

付 相道道

納
法 額務幌産

方 当財札水

は 含則中務

等 を規市林

る
す

時金と
う
よ 証 日し

者
の

者

。の

じそ

同、

には

部 か札同及部

資 に者企び資
在管北管

消が業所源源

税同消地理海理

費共体

の業税札

等企費課道課

税中

税の免市

課体等幌

者で業区

業合事央

事場

で問

あっ申３

であ者北

しれ 関の、わ

有さ に満

る数札、

なた す端入ず
参積

者額 条がに見

い金

し当 にる加も

のに 件あ

反きるた た該 違とすっ
は約 札額 しは者契 入金

入そ、金 、の た、

財札の消額

す札 た

は端費の 分 務

る者 予
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す 価
る 格

の
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囲

－範
内

と区資
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で
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。条理
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費
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低
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消
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地労
幌、

札旨
う

平 域働

成 労関

十 働係

四 組調

年 セ合整

四 法

北 海

たの道 し印海 成公北 作

備北保

称印 印事 名 公知

道 公 報

道公成

海、平

北日
公印
印の年

規作４

程成月
に
昭つ日

第

．．．

こ詳
の細
入は
札、
の入
執札
行説

号

札

の語入

約本の

契日こ
本契

に日び

続び及

手及

委 お

月 ン員三 長昭

十 和 タ

日 滝
雄第 書孝律 文法

沢年 ー
用火 か
ら号

曜

平第
、）

日 成

祉

関精福

機道 き健 海 置
印

途般

用一

名神

和い
て 公

年次
北の
海と
道お
訓り
令公
第印
台

第登
）に

号帳

は明
、書
公に
開よ
する
る。
。

調

使貨、

て通は

い国約

番言続

話る手

電す達

用
及停

号語の

び止

貨が

－通等
有

条 －

の
月項

４１
年第

ーのよ メ次に
、定
日規

争が
り知 ルお通 トとる
議あ

知
道
海影

北

寸方

８録

使年平

法 堀リ
ミ 事

第た
条し

表

、
り
よ
に
定
規
の
項

２。
成
平

り
得
る

線
内。

－

行っ
為た
を。
行

北 ６７

海
道 一平契

立 般成約名所

小 に在 競

児 争年関称地

総 入北す

合

始日
開 達月 用成

札海る

３４５

也

契一 平落落

約般 成札氏住札

の競 者金円

氏手入

年の名所額相争

月名方札

３

１２

月
４
年

札落重数札

の平入落

次

に札油を

と成
お
り年係に量決
定
し

一４る係

般月物る

北 ２３４

道
海

日場概

総
児
小
立

時所要

合

成
平事

１

月
４件

年

保 の道事北郵

健 公立務海便

セ 告小を道番

ン 児担立号

タ 総当小

ー 合す児

告 保る総－

示 健組合

第 セ織保

５ ン及健

号

タ道

ー所ン海

タびセ北
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告在

し

住光市定

日び北幌決
続

株区手

油央た

所石中
丁
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東
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式南

調た
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の等１予

争日等品達日
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入
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札北量１

者海

定小り

決立た

を道当

健
保
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セ 成業ら
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タ 年合る立ー ５公形
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示 ７企争児
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０いを

前お為

保

時て行健
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日
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る
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目
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札氏住札
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者金
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定３氏
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及株札

し月
た
日日び式幌

北 海

１ 北
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の平落北 道
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契一一平契 落

約般般成約名 札
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札海る
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立務海

をの道事北

方札
決公

第

１２３

数札成札氏住
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札名
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る定
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等ル達日日び式幌

号

と成
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次
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四般月

年競
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区
央
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争日

西

看敷業条
実６

洋北
東
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入務保 セ

札の健

道

ン

に名セ

小

タ

よ称ン

樽

ー

り及タ

市

告

落びー

銭

示

札北数庁

函

第

者海量舎

１

６

を道清

丁

号

決立掃

目
番定小

を道
号た総階

１し児地

総当小

し児担立

定告小

合

続保る総

手合す児

た

名セ

ンの健
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健組
示びー

告及タ

ー称ン

タ

中

のデ予住会市

第所総
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３
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日
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落
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火
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７
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４
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梅
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４５６
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１２３
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５
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立
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す児１提
林

要

組合目を

織保業

びセ１す
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約
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セ
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決
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定

健組合目
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た
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タ
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ー

続
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定
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政

る
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す後交直参平提

関午

平 る５付接加成出

成 場 法時場交表

十 律ま所付明年所

四 ではす書５は

年 昭）、るの月、

四 提

北 海

３

成

続担郵北電フプ平

手
等当便海話ァロ

部番道番クポ
ミザ４

科号立号シー年

林

リル月 業

説 －試

道 公 報

プ

イウアイウエ

道ロ新事シシ

） 海内ポ規業スス 号 北

ムム の 道にー雇者テテ

の構のの 規 の本ザ用の

又の計築構運 定 競店ル

争

第

２
ロ地こ

業履加プる

参ア
。
方 内期格ポと

務行資
審ル
治 びザ

自 容限及ー
施 察ー平査の

法

号

１

和 緊
名

要務 概
務業

業

月 に郵出日に

三 年同送期同

十 法じ等限金じ

日

第し提午

律。は、）。

な出後

い場５

）

。所時 号

火

規

。びで に

）及ま

曜

す

法 定

方

日

明日 験－

書 場３
３交）

企－－の火

美画

－付か 唄指

期ら 市導

間５ 光部内

珠森線、月

内林交
付日 町情
東報場

成用 に

情及）

山室所金

数績・・ 基 入は審画実

店のと、機保 づ 札支査

加考体業能守 く 参

制 名 資営え制務・体 指
所理作等 停 格業方処操

含制等 期 指を体性 止 者
事） で 止。 中 停む 間 名

調野タ成の提

い 務を な

考出
行
令 査ネベ

資ズー年え者

の月要
昭 料ミス３方に
求
和 ）発
生構

政 察業れ
年 予築日さ

第 査を）資
令 調務月る

資委格

地ネ
急野

） をす

号 料託

出集
創群

用類
雇ミ

域ズ
推リ

策タ
対ニ

別モ
特の

。
く

除
は

日
休

る

北進ン

報びま
前

午
は

間
時

付
交

理法

管方で
び
及
日
曜
日
、
日
曜

科土

要る で 理す 者 処有

民
国

こで る 領者 あ
年と

４こ 。 成る と 平あ

月
９。

系。

第 時る

付
日

列
点規

地の

査４

調の

・条

関し

と当

等該

報に

情定

立ー

道業デ

海事グ

連な

場の

験ス

試ー

業ベ

林タ

本

築

長構

３

ら
か

時
９

ズ

橋ネ
野

当便

プ続担郵

アイウ手

規業ス部番

ロ新事シ等

用のム

ー雇者テ科号

ポ

２

に
日
祝
の

ザ

参アイウ

履加プる

道
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総
局
け
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第

務

と成務業業
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細
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ミ
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発

正

場
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唄
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体性珠
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停
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期
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ポ
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ザ４ではす

昭 ル月）、るの月
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員
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号 の明挙 照書

管

先よ

会に

理

こ
る

委

と

員 。

会
同易期同
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時

る場５
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律 交）。

期らな出後

間５い場５

）及ま ）

、月。所時 号

交
場方 規

付日びで に

及）す

所金法 定

月験－

三場３

十企－－

日３ 画

－ 指
導
部内
森線

火林
情

曜

室
報

日

次 会挙

情

規 選管 の 挙理 と則

会改 り 名員に お 人委」

す 総員る 正 の委め 訂 簿
。 のる 数長。

１
の橋

分
３

告
示

法日

方で休

びまる
日交
、。
日く
曜除

土は
国午
びは
及間
日時

曜付

之

数
の康

科
理

管
報

民前

平

り 一
十 下 第 部 北

う す 四 げ 十 を 海
。 る 、 一 次 道 北
） 職 子 第 条 の 学 海
の 員 の 十 第 よ 校 道
た が 看 三 一 う 職 学

北 十
海 北 こ 四
道 平 海 の 号
人 成 道 規 附 又
事 十 学 則 は
委 四 校 は 則 第
員 年 職 、 十

第 第
十 ロ イ 十 囲 う
一 の ま 一 内 。
条 期 勤 で 勤 条 の ）
第 間 続 の 続 第 期 の
二 内 二 期 三 一 間 た

にら
日か
祝時
の９

り を 北
十 下 第 次 北 海

す 四 げ 十 の 海 道
る 、 一 よ 道 北 人
職 子 第 条 う 職 海 事
員 の 十 第 に 員 道 委
が 看 三 一 改 の 職 員

北
平 海
成 道
十 職
四 員
年 の

め 、 護 号 項 に 員 校
勤 そ 休 の 中 改 の 職
務 の 暇 次 第 正 勤 員
し 子 に 二 す 務 の
な の 小 次 十 る 時 勤
い 看 学 の 一 。 間 務
こ 護 校 一 号 、 時
と 就 号 を 休 間（
が 負 学 を 第 暇 、
相 傷 の 加 二 等 休
当 し 始 え 十 に 暇
で 、 期 る 二 関 等
あ 又 に 。 号 す に

会 四 員 平 五
規 月 の 成 号
則 三 勤 十 」
一 十 務 四 を
三 日 時 年 「

間 五 第
五 、 月 十
一 休 一 五

暇 日 号
等 か 又
に ら は
関 施 第
す 行 十

項 に 十 間 十 項 め
中 お 年 内 年 第 勤
け に に に 十 務「

及 る 達 お 達 八 し
び 二 し け し 号 な
第 日 た る た ア い
十 の 職 三 職 及 こ
三 範 員 日 員 び と
号 囲 の イ が
」 内 勤 範 勤 を 相
を の 続 囲 続 次 当
期 二 内 三 の で「

、 間 十 の 十 よ あ

、 護 号 項 正 勤 員 会
そ 休 の 中 す 務 の 規
の 暇 次 第 る 時 勤 則
子 に 二 。 間 務 一
の 小 次 十 、 時 三
看 学 の 一 休 間
護 校 一 号 暇 、 五
就 号 を 等 休 〇（

負 学 を 第 に 暇
傷 の 加 二 関 等
し 始 え 十 す に
、 期 る 二 る 関
又 に 。 号 規 す

四 勤
月 務
三 時
十 間
日 、
休
暇
等
に
関
す
る
規

る は 達 と る 関
と 疾 す し 規 す
認 病 る 、 則 る
め に ま 第 規（
ら か で 十 北 則
れ か の 四 海 の
る っ 子 号 道 一
場 た か 人 部（
合 そ 配 ら 事 を
の 偶 第 委 改

一 子 者 二 員 正
の の の 十 会 す
年 世 子 号 規 る
に 話 を ま 則 規

る す 六
北 規 る 号
海 則 。 」
道 の に
人 一 改
事 部 め
委 を る
員 改 。
会 正
委 す
員 る
長 規

則
杉 を

第 年 期 年 う る
十 に 間 表 に と
三 達 彰 改 認
号 し を め め
及 た 受 る ら
び 日 け 。 れ
第 の た る
十 翌 日 場
四 日 の 合
号 か 翌
」 ら 日 一
に 一 か の
、 年 ら 年
同 を 一 に

は 達 と 則 る
疾 す し 規（
病 る 、 北 則
に ま 第 海 の
か で 十 道 一
か の 四 人 部
っ 子 号 事 を
た か 委 改（
そ 配 ら 員 正
の 偶 第 会 す
子 者 二 規 る
の の 十 則 規
世 子 号 一 則
話 を ま 三

則
北 の
海 一
道 部
人 を
事 改
委 正
員 す
会 る 二
委 規 一
員 則 二
長 を

こ
杉 こ

お を 含 で 一 則
い 行 む を 三
て う 。 一
五 こ ） 号 四
日 と を ず 三
の を 養 つ ）
範 い 育 繰 の

こ
本 こ

に
堅 公

布
治 す

る
。

条 経 年 お
第 過 を い
三 す 経 て
項 る 過 五
中 日 す 日

ま る の「
第 で 日 範

を 含 で
行 む を 四
う 。 一 二
こ ） 号 ）
と を ず の
を 養 つ 一
い 育 繰 部

に
本 公

布
堅 す

る
治 。
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平 成のが去、済以
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十 年格う年実業の

四 北を指間に大認

年 海有名に履臣証

四 道す競お行か等

北 海

２
い

調ク調契納札の
入次

入 をイを参ず

達ラ達に

ンるすに

すアす加れ 約

者該 期場 特ト特るも

る
定・定

道 公 報

協１ 北

次な定 海

のおの平入 道

と、適成 警札

おこ用 察

りのを年に 本

一入受４付 部

般札け月 告す

競にる 示る 争係。日 第

第

十
こ 四 第
の 号 十 ロ
規 附 又 一 の ま
則 は 条 期 勤 で
は 則 第 第 間 続 の
、 十 二 内 二 期
平 五 項 に 十 間
成 号 中 お 年 内

号

第
イ 十 囲
一 内

勤 条 の
続 第 期
三 一 間
十 項
年 第

月 告る争いしらを

三 示こ入てたシ取

十 第と札、実ス得

日 。に国績テし

は有イい

号関又をムて
テこ

はる地すンる

又す

平指方る

火

共とレ。

成名公こグと

を

曜

北止体タ

年停団。ー

日

す

役サ役に当
海さとー

バの要る

務ー務間所必

北北資と

名シ仕なこ

の

等約海海格。

称ス様契
結札警

びム締道道

及テ

市本

量フ入の幌察

数ソ

央総

ウ説の中部

ト札日

る事

ア書日区務

エ明翌

入
札調項 号

達
下、

以は
入

と月
」４

札年
い
。マ

う日

十 」 け に に「
四 を 及 る 達 お道
年 び 二 し け「
五 第 第 日 た る警 月 十 十 の 職 三
一 五 三 範 員 日
日 号 号 囲 の察
か 又 」 内 勤 範
ら は を の 続 囲本 施 第 期 二 内「
行 十 、 間 十 の
す 六 第 年 期部
る 号 十 に 間

に 十
達 八
し 号
た ア
職 及
員 び
イ

勤 を
続 次
三 の
十 よ
年 う
表 に

道れソ

告てフ
いェ企

第なウ）

示いト

登

にと製の

号こア業

９

受

す務を

定業録

規。造
を又

報約、

情契け

るの

よら２情

製にか北部

シ

。成西管

業る平条報

造

７理

務

月

式３目

一年丁課

シ海

をケ北

）ラ

で
ま
日

る作察

すで警

施ュ道

実
政上

た
れ長

さ部

。成本

達
調原

府

。 」 三 達告 に 号 し
改 及 た

示 め び 日
る 第 の
。 十 翌
四 日
号 か
」 ら
に 一
、 年
同 を
条 経
第 過

彰 改
を め
受 る
け 。
た
日
の
翌
日
か
ら
一
年
を

と

ムしれ

テ結こ

ス締は

７

の、
る札交

和め入

入

書付 保北こ明

札年と説

６

道にの

証海ろ

入保

札下 札金

入開開入以証

にを

美

加付 保消 参納 札札札

４５

る
す男

関都

に
約 審海海札入

契北北入

項 を札警行

条 査道道執

っ市本場 を 行幌察の札

三 す
項 る
中 日

ま「
第 で

者どアイウ

はう
アの請 の、か申申申 条

ら査類 のか審書 請請 ５

経
過
す
る
日

３
の 幌等付

札者件こ

当条
め競
札 内求般

入 市の一

則る付場 の規よ交

金 に

関所

付第。に

納
の

事北北電

除。る

免号す

、
下道道番

納以項海海話

方札警号

付
法財幌察

等務市本

日税 しす
費

は規中部－

と
」 うこ
等 よる 証 日場

る
い す。

と 時所時金と
者
う

、
） 市成にには

。 幌平
同同相 中
６。。の
当 央年じじそ

の
を 北月者

額 区

含 ２

央総及 す場 た中部所 示
北部日所

き区務び 場
と

札

審条計

、２会時

は所

話結７海会

電査西課北

号を目札

番果丁道場

申幌郵

請市送

ウをの ２のの

－者中に

で請出 規時方 ま申提 の
よ定な ににし期法先 定
るれ平申け郵北 るめけ

道 件
とば成請れ便海 条

書ば番 こな

察 一
ろら年類な号警 付
にな４のら

本 般よい月提な
出い－部 競り。

札
地 店応入

、 本に争
は

支迅加
自 はて参

方 又じ
の施 若な格

法 店速資
治

はが査令 く応審行 し対
所な和 業能昭 事可

、則央総

令と北部－ 政」区務

第い２会

う条計

。西課

第丁 の線 ）７ 条内

二 ７目

一 及条三

条日見

道第 海ら 北か び

前っ
） ７午も

。 西積
む

た
の 丁
目
時契

北約分

にに

道送額５

海郵金の

警

税す

本る費当

察よ消相

に央よ
総合及る

部場

通区る

知北場 －
す２合

る条は
番
丁便 線７郵 内。西、
目
号
北
海
道－

総 争

警

、日先。

務 入２かの
６示北会 で
のら指部 札

よ道課 る
か月に海計 あ

日り札 の
ら５

でで成市 、
まま作幌 で

区 に
掲た央 札

にし中 入
資書２ 加
る請北 参
げ申

等体

第 し整令 有が政 を制年

、備
当さ

下

定い以

特て。

該れ号

務こ
役る

達」

調。令

のと政

財
の

で 則
ま 規

条 務 部、地以

務はび額

昭定

費入

計着消の

会必方上

）税札

課）

察 し

入札
階道

１海
部北

本

提７ う
をを西 よ
格類条

な

るし目 す
す出丁 と
有

契。

しう

関い

にと
るか 担第

約）



毎
週
火
・
金
曜

北

契日ここ詳

約本のの細

の語入入は

手及札札、

続び及の入

に日び執札

お本契行説

海 道 公

約名所

税相者契

イアイ

関

業す札あに

事当落で

在 で金とかす

者る者る

るをっ申事

あ額なをる

第報

て

開に入る捨

要そ号ア
札 げ金をた

札掲札落額
算額 の時決 る額加金

の
おに 札にし）

に定 入等
当 及係たを

号

も

８９

札約 務 交て

落財っ契

平

者書 規入
成

付則札
十第 の作
四有 決成
年効 条 定の 方 四な

日
発
行

い国約は明

て通は、書

使貨、公に

用調開よ

電す達する

話る手る。

番言続。

号語の

及停

び止

－通等

貨が
有

出を称地

か入たし務

－

こ当

税書はる担

免札者
記落とす北郵北

事に、

道

者載札。る海便海

業

織警号札

です決組道番

るこ後の察幌

ある定

市 かと速名本

央

を。や称部－中

問か及総

区 わにび務

消額っ

てた びる金も

い
２て の費て

、っ 他こ
告等該札

には 公税当落
額格

定入 にの金価

規、

る書 め扱にと

す札 定取
記 入円る

資に るい１す

さ に満で

を載 札未の

格

方要 第

しれ 関の、

有

月

１入

三

項 法法札否

十

のに

日

る 規限
り

所し よ

場） に

の。 定

火

め

交者 定

でた

曜

予

す落 た

付を

日る札

（
購
読
料

り
得
る

線
内。

、費在会２

ず消所部北
７

積等課西

見税地計条

契事

た税目

っ課丁

もの
る

のあ

額で

金者

約業
か

い金 る数札

なた す端入

のに 件あ参

者額 条がに

た該 違とす し当 にる加

札額 しは者 入金 反きる

入そ、 、の た、は

財札の消

、数税 の 規は端費 分 務

と 価

。者 定

無金等 ５ 則

囲
範

の
限
。 制
る の
す 格

低
最

、
で

内

金（
送
料
と
も
）は
月
額
三
千
四
百
四
十

税 の免 分

事

効額に に 第

に業

相 とを係

各るすり課

す切る 条当

を
格

価
の

。
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